
072073 地域研究の牽引者たちからのメッセージ

地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
二
年
、
愛
媛
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
文
化
人
類
学
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア

③
学
歴
…
…
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社
会
科
学
科
（
人
類
学
専

攻
）
卒
業
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
修
士
課
程

（
社
会
人
類
学
専
攻
）
修
了
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
社
会
科
学
部
ド
ク

ト
ラ
ン
ド
ゥ
ス
課
程
（
文
化
人
類
学
専
攻
）
修
了
、
東
京
都
立
大

学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
（
社
会
人
類
学
専
攻
）
単

位
取
得
退
学
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
社
会
科
学
部
博
士
号
（
文
化
人
類

学
専
攻
）
取
得

④
職
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

所
・
助
手
（
一
九
八
四
年
か
ら
五
年
間
）、
助
教
授
（
一
九
八
九
年

か
ら
七
年
間
）、
教
授
（
一
九
九
六
年
か
ら
）。
こ
の
間
、
東
京
外

国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
長
（
二
〇
〇
一

年
か
ら
四
年
間
）、
国
立
大
学
法
人
東
京
外
国
語
大
学
理
事
兼
副

学
長
（
二
〇
〇
五
年
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
理
事
）。

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
二
八
歳
か
ら
二
年
間
、研
究
員
）

⑥
研
究
手
法
…
…
参
与
観
察
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
用
い
た
現
地
調
査

が
研
究
の
基
本
で
あ
る
が
、
在
地
文
書
も
資
料
と
し
て
用
い
る
。

⑦
所
属
学
会
…
…
日
本
文
化
人
類
学
会
、
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
日
本
マ

レ
ー
シ
ア
学
会
、
日
本
オ
セ
ア
ニ
ア
学
会
、Koninklijk Instituut 

voor T
aal-, Land- en V

olkenkunde

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
化

⑨
推
薦
図
書
…
…
ヨ
セ
リ
ン
＝
デ
＝
ヨ
ン
グ
他
（
宮
崎
恒
二
編
訳
）『
オ

ラ
ン
ダ
構
造
人
類
学
』（
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
七
年
）

●

─
東
南
ア
ジ
ア

言
語
の
習
得
か
ら
始
ま
る
関
係

宮
崎
恒
二
（
み
や
ざ
き
・
こ
う
じ
）

東
京
外
国
語
大
学
・
理
事

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
地
域
）
研
究
者
に
な
る
こ
と

大
学
在
学
中
、
ま
ず
文
化
人
類
学
に
関
心
を
抱
き
、
実
際
に
調
査

対
象
を
選
ぶ
段
階
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
選
ん
だ
の
は
、
現
地
調
査
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
日
本
と
同
様
、
水
稲
耕
作
を
主
た
る
生
業
と
し
つ
つ
も
、

宗
教
面
で
日
本
と
異
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
を
奉
じ
て
い
る
こ
と
が
、
関

心
を
惹
い
た
か
ら
で
あ
る
。

地
域
研
究
と
い
う
概
念
を
意
識
し
始
め
る
の
は
一
九
八
〇
年
代
以

降
で
あ
る
が
、
政
治
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
社
会
の
視

点
や
そ
こ
で
の
体
験
が
重
視
さ
れ
な
い
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
文
化
人
類
学
に
限
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
を
対
象
と
す
る
研
究
者
が
増

え
、
現
地
調
査
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
い

専
門
分
野
を
カ
バ
ー
し
つ
つ
、
対
象
地
域
を
研
究
す
る
人
々
の
つ
な

が
り
や
共
同
作
業
が
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
研
究
者
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
地
域
研
究
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

地
域
と
い
う
概
念
へ
の
注
目
に
よ
り
、
学
問
分
野
の
重
要
性
が
薄

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
学
問
分
野
は
ど
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
切
り
取
る

か
、
と
い
う
視
点
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
欠
い
て
は
、
地

域
研
究
は
単
な
る
現
地
に
関
す
る
知
識
の
集
合
体
に
堕
し
て
し
ま

う
。

コ
メ
ン
ト

・「
地
域
」
に
つ
い
て

議
論
を
あ
る
程
度
制
限
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
柔
軟
に
考
え

る
方
が
よ
い
。

・「
欧
米
」
に
つ
い
て

既
存
文
献
や
研
究
者
の
層
に
圧
倒
さ
れ
、
ま
た
欧
米
人
自
身
が
自

社
会
を
他
者
の
眼
に
ど
う
映
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を

示
さ
な
い
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
生
活
や
行
動
の
観
察
は

意
外
に
少
な
い
。
あ
る
意
味
で
最
後
の
秘
境
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

・「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て

「
彼
ら
」
の
思
考
・
行
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

言
語
の
習
得
は
そ
の
一
歩
で
あ
る
。

・「
研
究
成
果
の
評
価
」
に
つ
い
て

研
究
の
評
価
は
、
学
問
分
野
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
が
、
大
学
教

育
は
、
学
問
分
野
を
教
え
込
む
方
向
か
ら
、
ト
ピ
ッ
ク
主
体
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
教
育
現
場
で
は
、
学
問
分
野
、
地
域
、
言
語
能
力
な

ど
、
二
足
、
三
足
の
わ
ら
じ
の
用
意
を
履
け
る
人
材
を
求
め
て
い
る
。

地
域
研
究
の
魅
力
と
可
能
性

対
象
と
す
る
地
域
と
い
う
「
他
者
」
と
向
き
あ
う
の
が
地
域
研
究

で
あ
る
が
、同
時
に
地
域
研
究
は
異
な
る
学
問
分
野
と
い
う
「
他
者
」

と
向
き
合
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。


